
自然とともに生きる

オーストラリア先住民の文化とくらし

オーストラリアには数百もの部族が存
在し、それぞれが異なる言語や伝統、
信仰を持っていました。地域によって
気候や自然環境が大きく異なるため、
砂漠、熱帯、海岸など、それぞれの土
地に合わせて生活していました。また、
「ドリームタイム」と呼ばれる神話的な
世界観を大切にし、自然や動物と深く
結びついた精神文化を持っているこ
とも特徴です。

オーストラリアの先住民に伝わる「ドリーム
タイム」の物語の中でも有名なのが、虹色
の蛇（レインボーサーペント）の伝説です。
虹色の蛇は大地を旅して、その通ったあと
が川や谷や山になり、世界の形を作った存
在とされています。また、水や命をつかさど
る大切な存在で、雨や自然とも深くつな
がっています。一方で、掟を破る者には罰を
与える恐ろしい力を持つと信じられていまし
た。この物語は自然への敬意やルールを守
る大切さを伝える教えとして、今も語り継が
れています。

このようなドリームタイムの考え
方を大切にしてきたオーストラ
リアの先住民（アボリジニの
人々）は、少なくとも約6万年以
上前からオーストラリア大陸に
暮らしてきたといわれています。
長い間他の大陸と切り離され
ていたため、独自の文化や言
語、生活様式が発展しました。



狩りでは、地域によってさまざま
な道具や武器が使われていまし
た。特に有名なのがブーメラン
で、投げて戻ってくるものだけで
なく、狩りで動物を仕留めるため
の戻らないタイプもあり、目的に
応じて使い分けられていました。
また、槍（スピア）や槍投げ器
（ウーメラ）も広く使われ、遠くの
獲物を正確に狙うために工夫さ
れていました。小動物や魚を捕
まえるための罠や網も利用され
ていました。

食文化も地域ごとに大きく異
なります。カンガルーやエ
ミューなどの動物の肉に加え、
魚や貝、虫、果実、ナッツ、根っ
こなど、多様な自然の食材を
取り入れていました。特に
「ブッシュフード」と呼ばれる野
生の食材は重要で、例えば
ウィチェッティグラブという幼虫
は貴重なたんぱく源とされて
いました。調理は火を使って焼
くことが多く、地面に穴を掘っ
て蒸し焼きにする方法などもあ
りました。このように、先住民の
生活は自然への深い理解と知
識に支えられていました。

三重県に勤務する国際交
流員が毎月異なるテーマ
を取り上げ、それぞれの
文化について紹介します。
ぜひご覧ください。 M u l t i c u l t u r a l  M i e

マ ル チ 三 重
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